
　日本ペン習字研究会は、今年2022年で創立90周年を迎えます。そこで“記念ＷＥＢ展覧会“を開
催し、新たな日本ペン習字研究会の歴史を皆様と築いていきたいと思います。
　本会役員はもとより、師範をはじめ、本会でペン習字を始められて間もない方々に至るまで、ぜひ積
極的にご出品いただき、90周年記念展覧会を一緒に盛り立ててください！
　WEB展覧会に出品された作品は、すべて日本ペン習字研究会ホームページにて掲載します。家にい
ながら、作品をご覧いただくことができるのはＷＥＢ展覧会の魅力です。
　ご参加をこころよりお待ちしております！

◆作品規定 全クラス共通
●作品用紙

競書用紙Ｂ・Ｃ・Ｆ（筆ペン用紙含む）に限る。
罫線のない裏面使用はできます。色紙、料紙、私
製用紙は使用できません。

●使用筆具
ボールペン、万年筆、デスクペン、つけペン、筆ペン。

インク色は黒に限ります。
※毛筆、筆具外不可。

●題材
自由。次ページの参考手本、本誌掲載の課題参

考手本を利用してもよい。作品の末尾に名前また
は雅号を「〇〇かく」と書き入れること（かな作
品除く）。押印のみ可。臨書作品でもよい。その際
は「○○臨」。
作品の裏面に鉛筆で氏名（号）をお書きください。

◆審査
審査は「ペンの光」2022 年 8 月号現在までの規

定部、かな部、筆ペン部の段級位により、右記の
各クラスに分けて行います。特クラスは審査対象外。
Ａ～Ｅクラスの各部門ごとに審査。

規定部、かな部、筆ペン部 3つの部門に
ご出品いただけます。〈複数出品可〉

特クラス  師範会役員
（会長　副会長　参与　総務理事　常任理事　理事）
Ａクラス  師範
Ｂクラス  準師範・推薦・五段・四段
Ｃクラス  三段・二段・初段・準初段
Ｄクラス  １級・２級・３級・４級
Ｅクラス  ５級・６級・７級・８級・
  ９級・１０級・新規
※特クラスの審査は行いません。
　A～ Eは各部門、クラスによる審査を行います。

●審査の観点
『字形と紙面構成に重点を置いた審査』といたします。

●審査会
会長、副会長、委嘱の審査員によって行われます。

◆褒賞・発表（各クラス共通）
●褒賞

会長賞、理事長賞、特選、秀逸、褒状
各賞の賞状を贈呈いたします。2023 年 1 月初旬から
順次発送いたします。上位受賞者は、2 月18 日（日）
に開催いたします全国会員大会にて表彰いたします。

●発表
12 月中旬に日本ペン習字研究会ホームページに

て掲載いたします。優秀作品は、2023 年 1 月号に
て誌面掲載いたします。

【お問い合わせ先】日本ペン習字研究会事務局
電　話：0120-127-927 （平日 9：30～17：30）　 ＦＡＸ：0120-135-794 Eメール：jimukyoku@gakubun.co.jp

日本ペン習字研究会創立90周年記念
WEB展覧会·作品募集

出品受付 9月12日㊊～16日㊎ 締め切り

10月下旬に、結果通知、出品料振込用紙をご郵送いたします。支部・団体出品の場合、代表者にまとめて送付いたします。
※支部出品、支部登録者は、11月8日（火）発行の取引明細書をご確認ください。

出 品 料 役員（師範会理事以上） 5,500円（税込）
会員 2,200円（税込）

【1作品】

出 品 券 支部・団体出品の場合 団体名簿と出品券を合わせて作品とともにご提出ください。
  団体名簿はホームページよりプリントアウトまたは事務局にご請求ください。
個人出品の場合 出品券と作品を合わせてご提出ください。

送 り 先 〒162-8717（宅配便の場合〒162-0042）
東京都新宿区早稲田5-4 日本ペン習字研究会  90周年記念ＷＥＢ展覧会係
事務局窓口での受付も可能です。平日 10：00 ～ 17：00　
出品作品はお返しいたしません。ご了承ください。作品は折らずにお送りください。
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【出品票のはり方】
出品票は作品の左下にはって
ください。コピー可。1作品
に1枚必要です。
出品部門に を入れ、必ずク
ラスをご記入ください。支部・
団体出品の方は所属支部名も
お書きください。
（★欄は事務局使用）

作品の裏面に鉛筆で氏名（号）
をお書きください。

規 定 部
か な 部
筆 ペ ン 部 ク ラ ス

歳

（ ）

フリガナ 年令

受付番号★

電話番号

部
門

氏
名

雅
号

住
所

都 道
府 県

市 郡
区 　

90周年記念WEB展覧会 9月20日しめきり分
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